
１　公の施設の概要

■ 有 □ 無

２　指定管理者

平成３０年度　公の施設の指定管理者による管理運営状況
所管課　都市計画局住宅室すまいまちづくり課

電話　 075(222)3635

公の施設の名称 京都市立崇仁第二浴場

所在地 京都市下京区屋形町６番地の１

ホームページアドレス https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000257620.html

設置年月 昭和４３年９月 利用料金制度

設置根拠
（法令，条例）

京都市立浴場条例

設置目的

京都市上京区堀川通中立売上ル福大明神町１１９番地の１

施設の概要 市民の保健衛生及び生活環境の改善向上を図るための施設。

指 定 管 理 者 の 名 称 都総合管理株式会社

市民の保健衛生及び生活環境の改善向上を図るため。

主たる事業所の所在地　

指 定 期 間 平成２７年４月１日～平成３１年３月３１日（４年間）



３　指定管理者の業務の運営状況

(1)　事業概要

④市内中小企業への発注に対する考え方

(2)　施設の利用状況（施設の稼働率，利用者数，事業参加者数など）

指標①　利用者数（前年度の実績値を目標値とする。）

（人）

（人）

指標②　利用料収入（前年度の実績値を目標値とする。）

（円）

（円）

対前年度比

目標値

実績値

目標達成度 108.9% 114.4%

10,109,840 11,564,900

97.2% 95.3%

- 114.4% 97.2% 95.3%

11,243,200 10,711,690

11,243,200

89.0% 116.5% 96.7% 95.3%

対前年度比

目標達成度

24,699

24,699 28,784 27,820

28,784 27,820 26,505

目標値

３０年度

27,749

２８年度 ２９年度

①施設の管理運営

【施設の管理運営業務】
・施設を条例の設置目的に従って，利用に供する業務。
・施設（付属施設，付属設備及びその他の物品を含む。）の清掃，定期点検等の維持管理に関す
る業務。
・施設（付属施設，付属設備及びその他の物品を含む。）の小規模修繕等の保守及び安全管理に
関する業務。
・その他京都市が必要と認める業務。

【サービス向上の主な取組】＜指定管理者提案内容＞
・浴場が地域に愛され憩いの場所となるように清掃の重要性を周知徹底する。
・高齢者や障害のある方にとって利用しやすい浴場となるような取組を実施する。
・地域住民が集い，憩いの場所となるよう，浴場で事業を実施する。
・利用者からの苦情や意見を本社で集約し，管理運営に活用する。
・接遇マナー,防災講習等の研修を実施する。

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

②事業実施

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

③サービス提供状況

　浴場職員（ボイラー管理）　２名
　　　　　（番雑）　　　　　３名　　　計５名

（参考）今後実施予定の指定管理者提案内容

年　　　度

-

9,284,640 10,109,840 11,564,900

実績値

２７年度

116.5% 96.7% 95.3%

・全て市内中小企業に発注した。

（参考）自主事業内容



(3)　指定管理者の業務の収支状況 （単位：円）

①指定管理業務の収支状況

ア　収入状況

イ　支出状況

ウ　収支

②その他の業務の収支状況

イ　支出状況

ウ　収支

42,640,520 42,057,330

31,251,280 31,251,280

10,109,840 11,564,900 11,243,200 10,711,690

22,604,646 20,846,405

委託料

利用料金

収入計

対前年度比

34,460,460 31,251,280

44,660,810 42,948,820

- -

-

ア　収入状況

- - - -

-

-

- -

年　　度

対前年度比

３０年度２９年度２８年度２７年度

41,693,429 43,219,473

- 96.2% 99.3% 98.6%

17,617,488 16,338,478 15,800,423 16,649,956

19,566,526 20,294,535

954,143 5,992,092 5,995,692 6,364,492

517,152 42,498 339,449 530,576

41,702,090 43,839,559

- 103.7% 96.5% 105.1%

人件費

事業費

委託費

小額修繕費

その他

支出計

対前年度比

2,967,381 △ 270,653 938,430 △ 1,782,229収支

- - - -

- - - -

- - -

- - - -

-

- - - -

年　　度

委託料

補助金収入

自主事業

その他

収入計

対前年度比

- -

３０年度２９年度２８年度２７年度

- - - -

- -

- - - -

- -

- - -

- - - -

人件費

事業費

委託費

その他

支出計

対前年度比

- - - -収支

対前年度比 - - - -

その他 90,510 132,640 146,040 94,360



４　施設の利用者満足度の把握

①　利用者満足度の把握状況

②　利用者満足度把握の結果

③　意見等への主な対応状況

５　評価

①指定管理者

②本市

最も多い意見は設備の修繕に関するもの（シャワーの水漏れ等，福祉椅子の増設），次いで接遇や
応対に関する改善を求める意見が多く寄せられた。

利用者の皆様に周知が必要なものは貼紙を活用し改善内容をお知らせした。また，直接話をする機
会を設けるなど解決に向けての対策を行った。
研修，人材育成に関して，年に一度本社で現場従業員と面談を実施し，全体の指導と個別の指導を
行い，サービスの向上と労務管理に活かす。指導巡回を行い従業員の指導を行うが，改善が見られ
なかった場合は文書による通知を行い再発防止に努めた。

（自己評価）
・利用者数については，前年度と比較して減少したものの。日常的に適切な保守管理を行い，一年
間を通して安定した浴場の管理運営に努めた。
・市立浴場が地域に愛される憩いの場所となるよう，浴場振興のための文化，運動事業に取り組む
ことにより，賑わいの創出に努めた。
・高齢者や障害がある方にとっても利用しやすい浴場とするため，浴場職員による床拭きの徹底や
利用者への声掛けに努めた。

（指定管理者に対する評価）
　市立浴場の指定管理者として３年目の管理運営となったが，適切な保守管理の実施により日々の
安定した浴場運営に努められたと考えている。
　安定した管理運営には，清潔感の保持，向上が必要不可欠であるとの方針の下，環境面，衛生面
への配慮を重視した維持管理業務，故障に対応した設備修繕等を実施された。また，浴場振興とし
て，文化，運動事業を実施することにより，賑わいの創出にも努められた。
　さらに，高齢者や障害のある方々に対するサービスの向上により，利用しやすい浴場となるよう
努められた。
　引き続き，お客様に愛され安心して利用できる浴場となるよう，安定した管理運営に努めてもら
いたい。

ヒアリング形式により利用者から直接話を伺い，意見や要望を集約した。
浴場のクレームについては，現場従業員が対応しその結果を本社へ報告させたが，対応に苦慮する
案件に関しては本社社員が対応した。電話でのクレームは本社社員が対応したうえで，随時，京都
市への報告を行った。


